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千葉県立印旛明誠高等学校  生徒心得  

 

本校の教育目標に従い，真剣に学業を修得し，豊かな情操と健全な自治の精神を養うとともに，進んで

校風の刷新と充実につとめ，秩序ある学校生活を実現するため、次の規定を定める。 

 

高校生活について 

１ 校内生活 

（１）登校後（8:45）は放課（月・水～金：15:30 火：16:30）になるまで校外に出てはならない。     

早退ややむを得ない場合には必ず担任に申し出て許可を得る。 

（２）遅れて教室に入る場合は，担当教員にその理由を述べる。 

（３）授業時間中，教室外に出る場合には必ず担当教員の許可を得る。 

（４）所定の時間（１６：５５）をこえて学校に残留したり，休業中に登校する場合は，関係する教職 

員の許可を得る。 

 （５）遅刻・欠席する場合は、保護者が８：００～８：２０までに連絡する。 

 

２ 校外生活 

（１）特に服装やマナーに留意し、常に本校の生徒であることを自覚して行動する。 

（２）やむを得ない場合以外は夜間の外出はしない。特に午後１１時以後、家族（保護者）を伴わない

単独外出は禁止する。 

（３）風紀上問題の起こりやすい場所への出入りはしない。 

（４）事故があった場合は、速やかに学校と警察に連絡をする。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 通学 

（１）自転車通学を希望する人は、「自転車通学許可願」を担任に提出し、鑑札をつける。 

（２）自転車保険に必ず加入する。転倒した際などに頭部を守るために、ヘルメットの着用に努める。 

 （３）キックボード等での通学は、禁止とする。 

 

 

 

 

 

 

４ 願い・届け 

 （１）アルバイト 

    原則として認めない。家計の生計の維持や学業の維持にどうしても必要な場合は、「アルバイト許

可願」を担任に提出し、校長の許可を得る。 

 （２）学割証明交付願 

    「学割証明交付願」を担任を通じて事務室に提出する。 

 （３）住所等変更届 

    引っ越し等で住所が変わったら、速やかに事務室から用紙をもらい、担任に提出する。 

（１）について：地域から信頼される印旛明誠高校の生徒として、誇りを持って行動す

ることを求めています。 

（２）について：千葉県青少年健全育成条例第２３条で定められています。 

（３）について：安全面、健康面に配慮するとともに、危険を未然に防ぐためです。 

（４）について：事故後の対応を組織的に迅速に行うためです。 

事故の加害者にも被害者にもならないよう安全面に配慮することを重視して定めまし

た。鑑札については、盗難や紛失時に発見しやすくするためです。ヘルメットについて

は、頭部損傷による重大な事故を防止するためです。（３）については、安全面に配慮

することと、盗難等を防止するためです。 
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頭髪・服装について 

１ 頭髪等 

（１）パーマ・カール・染髪・脱色・ウィッグ・エクステなど手を加えることは禁止。 

（２）カラーコンタクト・マニキュア・ネイルアート・まつ毛パーマ・化粧等禁止。 

   （リップクリームを使用する場合は、無色のものとする） 

（３）アクセサリー（ピアス・イヤリング・指輪・ブレスレット・ネックレス等）の着用は禁止。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 服装 

 （１）通学服及び校内服は、本校指定の（以下指定）スラックスの制服かスカートの制服とする。 

    ※天候不順の場合、またケガ等の健康状態によっては、この限りではない。 

    ※夏服時は、指定のポロシャツを着用可とする。 

     ①スラックスの制服 

ア 上着：指定のブレザーを着用する。また、着用の際にはネクタイをつける。 

イ スラックス：指定のスラックスを着用する。 

ウ ワイシャツ：白のワイシャツを着用する。 

エ セーター・ベスト：指定のものを着用する。 

     ②スカートの制服 

ア 上着：指定のブレザーを着用する。また、着用の際にはネクタイかリボンをつける。 

イ スカート：指定のスカートを着用する。変型は認めない。丈は本人の膝丈程度とする。 

ウ ワイシャツ：白のワイシャツを着用する。 

エ セーター・ベスト：指定のものを着用する。 

 

 

 

 

 （２）衣替え期間 

     夏服：５月１日から１０月３１日 ※この期間は、指定のポロシャツを着用可とする。 

     冬服：１１月１日から４月３０日 ※この期間は、必ずネクタイかリボンを着用する。 

 

 

 

 

 

（１）について：本校は進学重視の学校であるので、学業や部活動等に打ち込んでもら

いたいと考えています。長期休業中については、勤労意識の向上や社

会体験も考慮しています。 

（２）について：事故等が発生した場合に、関係機関と迅速に対応するためと、学割を

発行するためです。 

（３）について：必要な書類を発行するためには正確な情報が必要だからです。 

落ち着いた学習環境を整えるためです。 

外部の方が見ても違和感がなく、生徒が外見で不利益を被らないことや差別やいじめに

つながらないように考慮しています。 

生来の髪の色やくせ毛等について指導することはありません。 

 

社会人になった時のビジネスシーンでのマナーに適用できるようにするため、落ち着い

た学習環境を整えるため、また安全性や機能性を高めることも目的として、制服を定め

ています。 

 

社会人になった時のビジネスシーンでのマナーに適用できるようにするために、冬服期

間のみネクタイかリボンを着用するよう定めています。 

その他、ブレザー・セーター・ベストの着用については、個人の体温調節に合わせて着

脱できるようになっています。 
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 （３）学校の指定する日及びその日の服装 

     入学式・始業式・終業式・卒業式、その他式典及び学校の指定する日は、正装とする。 

正装とは次のような服装とする。 

①スラックスの制服：指定ブレザー・指定スラックス・白のワイシャツ・指定ネクタイ 

②スカートの制服：指定ブレザー・指定スカート・白のワイシャツ・指定ネクタイ 

         指定ハイソックス 

 

 

 

 

 （４）靴下 

     黒か紺かグレーで、くるぶしが出ないもの。 

     ストッキングを着用する場合は、黒の無地のものとする。 

     スカートの制服の場合、正装とする日は紺の指定ハイソックスを着用する。 

 

 

 

 

 

 

（５）履物 

    通学靴は、黒か茶の革靴または運動靴とする。踵の高いものは認めない。 

    校舎内の上履きは、指定の体育館シューズを利用する。 

 

（６）防寒着 

    入試や就職の面接でも対応できる、カジュアル要素の強くないもの。 

 

（７）通学時には、教科書・ノート・筆記用具・体操服等が入るバッグを使用する。 

   手ぶら・他校（中学校・高校）の名前の入ったものは禁止。 

      

 

 

 

 

免許取得について 

（１）自動二輪車・原動機付自転車の運転免許取得は、許可制とする。 

   特別な事情のある場合は相談する。該当生徒・保護者は面談を実施する。その後、生徒指導部・

職員会議で検討し、校長の許可を得て認める場合がある。 

   ※保護者との面談が実施できない場合は、認めない。 

（２）普通自動車の運転免許取得は、許可制とする。以下の条件を満たした者に対しては、３年次の  

１２月中旬以降教習所入校審査し、３年次の１２月下旬許可する。 

①進路先が決定（内定）していること。 

②校内で行われるガイダンスに参加し、必要書類を提出していること。 

③教習所入校は、授業や学校行事に支障をきたさないこと。 

④卒業の認定が見込めること。 

※原則的に３年次の前期成績及び３年次の１２月末までの定期考査で成績上問題ないこと。やむ

を得ぬ事情がある場合はこの限りではない。（進路先企業からの要望等） 

 （３）免許を取得（取得予定を含む）した生徒は、年１回交通安全教室に必ず参加すること。 

（５）（６）について：制服に準じ、全体のバランスが合うように定めています。 

（７）について：安全性、機能性を考慮して定めています。 

 

本校開校時に定めた制服を尊重し、儀式的行事には正装として身だしなみや着こなし方

を学習することを目的として定めています 

 

社会人になった時のビジネスシーンでのマナーに適用できるようにするために定めて

います。 

正装時については、（３）と同様の趣旨です 

※どうしても白いソックスしかない場合などは、相談して下さい。 
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 （４）普通自動車・自動二輪車・原動機付自転車での通学は、禁止とする。 

 
本校は進学重視としているため学業に集中してほしいことと、生命に関わる交通事故の

未然防止のために、免許取得の制限を設けています。上記条件に基づき許可した場合で

あっても、交通安全指導やマナーの遵守等の指導はきめ細かく実施します。（２）につ

いても、学業を優先とすること、交通事故防止と安全面の配慮から３年次の１２月下旬

以降としています。 


